
  アセスメント技術の高度化

  革新的運用＆メンテナンス（O&M）改善手法の開発と実証
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洋上風力発電の大量導入と国内調達率向上を技術面で支援

洋上風況評価手法の高度化
2030年〜2050年の洋上風力発電の大量導入に向け、まずは海岸から数kmまでの沖合での洋上

風力発電がメインであり、スキャニングライダーによる洋上風況評価がコスト面で有望な技

術です。産総研風力エネルギーチームでは、スキャニングライダーを活用した洋上風況及び

洋上風車ウェイクの計測手法を開発・実証しています。
スキャニングライダーの一例

（Windcube、URL：https://eko.co.jp）

風洞実験とCFDによる
ブレード性能評価

各種性能改善デバイスの開発

各種センサによる
コンポーネントの状態評価

ブレードのエロージョン耐性評価

ブレード騒音の高精度計測

マルチスケール風車フィールドにおける
開発技術のバリデーション

SCADAに頼らない既設風車の状態計測

各種コンポーネントの
形状計測

流入風の完全計測

複数の
ナセル搭載ライダー

実風車、ウィンドファームへの実装

既設風車
モデル化手法

ブレード性能
改善手法

コンポーネント
寿命評価手法

風車制御
改善手法

発電コスト低減に向けた革新的O&M改善手法を開発
様々なO&M改善技術の原理検証から実証試験までをワンスルーで対応することで国内企業のイノベーション創出を支援しています。

風力エネルギーチーム

洋上風力発電の本格大量導入に向けて


